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作成日：西暦 2024年 11月 23日 
 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：外視鏡を用いた眼窩骨折整復術に関する研究 

 
本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長（多機関共同研

究の場合は）研究機関の長の許可を得て実施しています。 
 
１．研究の対象 
2022 年 4月～2025 年 3月までに藤田医科大学病院で眼窩骨折整復術を施行された方 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的 

近年、外視鏡が捉えた画像を大型の 3Dモニターでみながら手技を行うことが可能に

なり、顕微鏡に代わる機器として使用されています。形成外科分野では再建の際に血管

吻合などに利用している施設が多いです。当科では眼窩骨折整復術に対して外視鏡を使

用していることがあるため、その有用性に関して従来の方法と比較検討します。 

 

研究の方法 

診療録より手術時間、術者の卒後年数、受傷から手術までの日数、出血量、使用し

た吸収性プレートの面積などを比較検討します。 

 

研究期間 

倫理審査委員会承認日から 2026 年３月までを予定しています。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
診療録より手術時間、術者の卒後年数、受傷から手術までの日数、出血量、使用し

た吸収性プレートの面積などを用います。 

 
４．外部への試料・情報の提供  
本研究で取り扱うデータは、藤田医科大学形成外科にて研究対象者の名前を識別コード

（文字や数字を組み合わせたもの）に置き換えて匿名化した上で、研究・解析に使用します。

データはパスワードでロックされた状態で電子配信でやりとりを行います。 
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本研究実施のために匿名化され取得した研究関連情報について、藤田医科大学の研究責任

者あるいは研究分担者の所属する形成外科医局のコンピュータを用いて移動媒体内に保存

するか、外部から切り離されたコンピュータのハードディスク内に保存します。また、研究

情報を取り扱うコンピュータおよび移動媒体をパスワード管理し、情報の紛失・漏えい等に

十分配慮した取り扱いの上での保管を行います。 

 
５．研究組織 
本学の研究責任者 
藤田医科大学 形成外科  

教授 奥本 隆行 

 
６．除外の申出・お問い合わせ先 
情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾者の方に

ご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先までお

申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に不利益が生

じることはありません。 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
担当者：    西岡 宏（講師） 
連絡先:  藤田医科大学 形成外科 
  〒470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 
  Tel: 0562-93-2210（形成外科医局） 
          

 
 

 
・研究の資金源   講座研究費 

その他、本研究実施に係る利益相反はありません。 

  


